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第57回江差追分全国大会で優勝！
　９月22日（日）檜山管内江差町で開催された江差追
分全国大会の決選会で、苫前の久野絹枝さん（51）が
歌い手日本一の座に輝いた。　　　　　
　５年ほど前から出場しているが、毎回、満足に歌え
ず、これまでに予選突破は１回。３週間ほど前に風邪
を引き本調子ではなかったが、周囲や家族の応援もあ
り見事に本番では歌いきった。
　久野さんは「順位が発表されるまでドキドキしてい
たが、まさか自分が優勝できるとは思わなかった。夢
のような時間でした」と語った。10月27日（日）公民
館フェスティバルの舞台発表では、全国一の江差追分
を披露してくれる。

■シリーズ苫前商業高等学校ほか･･･２
■新しい英語指導助手ガイほか･･･３
■馬の絵作品展ほか・・・４
■町健全化判断比率及び賃金不足比率･･･５
■消費税率改定に伴う社会教育施設等の改定･･･6～７
■健康ばんざい･･･８
■地域包括ケアだより･･･９
■国民健康保険ガイド･･･10
■国民年金･･･11
■学びの広場･･･12
■住まいる情報･･･13～15
■中学生ギャラリー･･･16

まちの人口
人　口／3,065人（男／1,456人：女／1,609人）
世帯数／1,523世帯 （9月30日現在）

URL:http://www.town.tomamae.lg.jp



「商業教育フェアに参加してきました」
地域で守り育てよう　私たちの苫前商業高等学校

　９月13・14日に新さっぽろのサンピアザで北海道の高校29校が集まり、地元の特産品や開発商品の販売会

がありました。本校では、学校の代表として１・2年生限定で選考会があり、代表として参加してきました。

　事前の取り組みとして学校では、商品の説明をお客様にできるよう、試食をし、味の感想などを言い合

い、お客様にわかりやすく説明できる練習をします。商品の陳列方法や接客についても、学習します。また、

購買者の立場になり、気持ちよく買い物が出来る工夫なども学びます。

　学校での学習や放課後の練習を通して、販売について、作り手、製造側の気持ちを考えながら販売をする

ことができ、とても良い経験になりました。また、全道の商業高校が集まり、とても刺激を受けて帰ってく

ることができ、本校での新しい商品開発についても力を入れたいと思いました。

　私は、札幌出身ですが、苫前町の特産品を販売することができ、提供していただいいた企業の皆様には感

謝しております。苫前町に来てよかったと思いました。

　苫前商業は、今月末にも札幌・苫前で販売会があり、実践経験の積めるよい学校です。

北海道苫前商業高等学校　２年　　佐　藤　志　信　

学社融合事業「メロン農家見学」 ～苫前小学校３年生～
　

９
月
２
日
（
月
）
苫
前
小
学

校
（
本
間
博
樹
校
長
）
３
年
生

11
名
が
学
社
融
合
事
業
「
メ
ロ

ン
農
家
見
学
」
が
九
重
地
区
の

早
川
日
出
利
さ
ん
の
圃
場
で
行

わ
れ
た
。

　

早
川
さ
ん
は
、「
２
月
末
に

種
を
ま
き
、
そ
の
後
受
粉
を
さ

せ
て
40
～
50
日
後
に
収
穫
す

る
。
お
い
し
い
メ
ロ
ン
に
な
る

に
は
、
気
温
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
水
、
養
分
、
日
照
な
ど
い

ろ
ん
な
条
件
が
合
わ
さ
っ
て
い

い
も
の
が
で
き
る
」と
話
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、「
メ
ロ
ン
の

下
に
台
が
あ
る
の
は
？
メ
ロ
ン

は
最
大
ど
の
く
ら
い
お
お
き
く

な
る
？
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ

れ
、
早
川
さ
ん
の
回
答
に
メ
モ

を
取
っ
て
い
た
。

学社融合事業「施設見学」 ～穀類乾燥調製施設～
　

９
月
４
日
（
水
）
苫
前
小
学

校
（
本
間
博
樹
校
長
）
５
年
生

７
名
、
古
丹
別
小
学
校
（
石
田

正
樹
校
長
）
５
年
生
11
名
が
学

社
融
合
事
業
「
施
設
見
学
（
乾

燥
調
製
施
設
）」を
実
施
し
た
。

　

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の

職
員
か
ら
、
害
虫
な
ど
田
ん
ぼ

で
の
病
気
を
確
認
し
て
、
必
要

以
外
の
農
薬
は
散
布
し
な
い
と

の
説
明
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
収
穫
さ
れ
た
お
米

が
袋
詰
め
さ
れ
る
ま
で
の
行
程

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

児
童
か
ら
は
「
色
の
つ
い
た

お
米
は
ど
う
な
る
の
？
お
米
を

運
ん
で
か
ら
袋
に
入
れ
る
ま
で

の
時
間
は
？
」
な
ど
質
問
が
出

さ
れ
て
い
た
。

苫前商業高等学校「カボチャ収穫体験」
　

９
月
５
日
（
木
）
苫
前
商
業

高
等
学
校
（
佐
藤
雅
人
校
長
）

２
年
生
９
名
が
、
九
重
地
区
の

仲
谷
康
弘
さ
ん
の
圃
場
で
カ
ボ

チ
ャ
の
収
穫
体
験
、
播
種
か
ら

出
荷
ま
で
の
流
れ
を
学
ん
だ
。

　

同
校
の
家
庭
科
（
食
育
・
地

産
地
消
）
の
校
外
学
習
の
一
環

と
し
て
、
学
校
と
地
域
が
連
携

し
た
教
育
学
習
。

　

仲
谷
さ
ん
か
ら
は
「
播
種
か

ら
収
穫
ま
で
の
説
明
を
し
、
収

穫
の
喜
び
が
大
き
い
の
が
農
業

の
醍
醐
味
で
あ
る
」と
話
し
た
。

　

生
徒
ら
は
、
最
初
は
見
よ
う

見
ま
ね
な
収
穫
で
あ
っ
た
が
、

慣
れ
て
く
る
と
自
発
的
に
収
穫

す
る
よ
う
に
な
り
、
楽
し
そ
う

で
あ
っ
た
。

広報とままえ　10月号　2頁



雲間に青空、古丹別市街地を激走 ～第４２回苫前町民マラソン大会～
　

９
月
８
日
（
日
）
に
公
民
館
周
辺

で
第
42
回
苫
前
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
、
親
子
の
部
を
は
じ
め
と
す
る
12

部
門
に
約
１
１
０
名
の
参
加
の
も
と

開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
の
未
明
に
は
雨
が
振
り
開

催
が
心
配
さ
れ
た
が
、
本
番
で
は
ま

ず
ま
ず
の
天
候
状
況
で
実
施
さ
れ
た
。

平
成
24
年
度
か
ら
町
体
育
協
会
の
単

独
主
催
で
行
わ
れ
て
い
る
同
大
会
で

は
、
苫
前
地
区
、
古
丹
別
地
区
を
隔

年
で
周
回
し
て
お
り
、
今
年
は
古
丹

別
地
区
で
の
開
催
で
あ
っ
た
。

　

ス
タ
ー
ト
を
す
る
と
、
中
学
生
の

お
姉
さ
ん
を
ど
ん
ど
ん
抜
き
去
る
小

学
生
の
女
の
子
、
１
㌔
を
ほ
ぼ
全
速

力
で
ゴ
ー
ル
に
到
達
す
る
子
、
親
子

の
部
で
は
、
沿
道
の
声
援
を
も
ら
っ

て
、
仲
良
く
手
を
繋
い
で
ゴ
ー
ル
す

る
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
も
見
ら
れ
た
。

学社融合事業「ホタテ漁業見学」 ～苫前小学校・古丹別小学校３年生～
　

９
月
11
日
（
水
）
に
苫
前
漁

港
新
港
に
あ
る
ホ
タ
テ
漁
業
作

業
場
で
学
社
融
合
事
業
「
ホ
タ

テ
漁
業
体
験
」
が
、
苫
前
小
学

校
、
古
丹
別
小
学
校
の
３
年
生

あ
わ
せ
て
21
名
が
参
加
し
開
催

さ
れ
た
。

　

講
師
は
加
藤
漁
業
部
の
加
藤

孝
幸
さ
ん
と
留
萌
地
区
水
産
技

術
普
及
指
導
所
の
小
西
哲
弥
普

及
指
導
員
ら
２
名
が
務
め
た
。

　

ホ
タ
テ
を
カ
ゴ
に
入
れ
る
体

験
で
は
１
人
ず
つ
小
さ
な
容
器

か
ら
カ
ゴ
に
移
し
替
え
を
行
っ

て
い
た
。
ま
た
、
質
疑
応
答
で

は
「
苫
前
以
外
で
ホ
タ
テ
を
養

殖
し
て
い
る
所
は
あ
る
の

か
？
」
「
ホ
タ
テ
の
漁
獲
量
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
か
？
」
な
ど

の
多
く
の
質
問
が
飛
び
交
っ
て

い
た
。

新しい英語指導助手は日本語が上手！ ～７月に着任したガイ・ゲェバさん～
　このほど小中学校・高校等で英語指導を行う英語指導助手のガイ・ゲェバさんが
７月31日に着任した。
　ガイさんは、アメリカのカリフォルニア州のサンマテオ市出身、趣味はゲームと
音楽が好きという22歳の青年。カリフォルニア州立大学ハーベイマッド大学を卒業、
専攻は物理学である。日本語が上手なガイさんは、高校時代からコツコツと日本語
を勉強、漢字や文法の勉強にいそしんでいたようだが、敬語は難しいと語る。
　ガイさんは苫前町の第1印象で「人が優しい、自然がキレイ」と感じたとのこと。
また、これから本町の小学校から高校まで巡回し指導していくうえで児童・生徒に
対しては、「子ども達はとても元気いっぱい、ゲームや音楽などで通じ合っていきた
い、またアメリカの文化を教えたい」と述べた。

　さらに、好きな食べ物、嫌いな食べ物？との問いには、好きな食
べ物は、ラーメン、お寿司、カツカレー。嫌いな食べ物は納豆で、
まだ１回しか食べたことがないようだが印象が強烈だったとのこと。

　ガイさんは日本での生活について、車があると移動しやすいかな
と語った。アメリカでは、車運転を常日ごろからしていたようで、
そのうち車を持って、道内各地をまわってみたいと話していた。

　皆さんもまちで見かけたらやさしい一言をかけてあげてください。

●ガイさんのプロフィール

国　　籍：アメリカ（サンマテオ）
生年月日：１９９７．４．１９
� （22歳）

好きな食べ物：ラーメン、お寿司など

苦手な食べ物：納豆

種目 部　　　門 氏　　名 タイム 種目 部　　　門 氏　　名 タイム

１
km

親 子 の 部 江本　　仁
江本　孝幸 4′06″

３
㎞

小学５・６年男子の部 天谷　瞭助 12′33″
中 学 生 女 子 の 部 村上　育海 14′07″

小学１・２年男子の部 小森　大河 4′18″ 一 般 女 子 の 部 滝本　有香 15′58″
小学１・２年女子の部 小澤　唯乃 5′45″ 一 般 男 子 の 部 中内　　孝 21′14″

２㎞
小学３・４年男子の部 清水　陽也 8′27″ ５

㎞
中 学 生 男 子 の 部 谷　　武月 20′16″

小学３・４年女子の部 岡田　美波 8′55″ 一 般 男 子 の 部 伊藤　徳騎 25′49″
小学５・６年女子の部 大西　麗桜 9′52″ （各部門の第１位のみを掲載）＊太枠内は大会新記録
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中学生舞台鑑賞事業 ～落語体験～
　

９
月
12
日
（
木
）
苫
前
町
公

民
館
に
て
中
学
生
舞
台
鑑
賞
事

業
「
古
典
芸
能
鑑
賞
（
落
語
、

南
京
玉
す
だ
れ
）」
が
公
演
さ

れ
、
観
賞
に
は
、
苫
前
中
学

校
、
古
丹
別
中
学
校
、
苫
前
商

業
高
等
学
校
の
生
徒
、
引
率
教

諭
を
含
め
約
１
１
０
人
が
観
賞

し
た
。

　

出
演
は
、
落
語
で
笑
福
亭
大

智
さ
ん
の
「
動
物
園
」
、
落
語

解
説
で
桂
福
丸
さ
ん
、
色
物
で

笑
福
亭
大
智
さ
ん
の
「
南
京
玉

す
だ
れ
」
、
落
語
で
桂
福
丸
さ

ん
の
「
時
う
ど
ん
」
が
披
露
さ

れ
た
。

　

生
徒
は
、
南
京
玉
す
だ
れ
を

体
験
し
た
り
、
落
語
の
小
道
具

を
使
っ
た
お
芝
居
な
ど
の
指
導

を
受
け
、
会
場
は
笑
い
の
空
気

に
包
ま
れ
た
。

長寿をお祝い ～令和元年度苫前町敬老会～
　

苫
前
町
・
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
令
和
元
年
度
苫
前
町
敬

老
会
が
９
月
25
日
（
水
）
公
民

館
で
開
催
さ
れ
、
町
内
に
居
住

す
る
75
歳
以
上
の
高
齢
者
約
２

０
０
名
が
料
理
と
催
し
も
の
を

楽
し
ん
だ
。

　

主
催
者
の
福
士
町
長
は
「
苫

前
町
の
人
口
に
占
め
る
６
５
歳

以
上
の
割
合
は
、
40
％
を
超
え

て
い
る
。
皆
さ
ん
が
益
々
元
気

に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
、
苫
前

町
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
進

め
て
行
き
た
い
」
と
祝
辞
を
の

べ
た
。

参
加
者
は
乾
杯
の
後
、
認
定
苫

前
子
ど
も
園
、
古
丹
別
保
育
所

の
園
児
に
よ
る
お
遊
戯
、
苫
前

婦
人
会
な
ど
の
舞
踊
、
参
加
者

に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
余
興

を
楽
し
み
な
が
ら
１
日
を
楽
し

ん
だ
。

馬の絵作品展で中学生が今年も入選・入賞を受賞！
　

北
海
道
で
は
唯
一
の
全
国

展
、「
馬
の
絵
作
品
展
」
で
古

丹
別
中
学
校
（
沼
倉
修
校
長
）

３
年
生
の
安
藤
知
佐
都
さ
ん
が

神
田
日
勝
記
念
美
術
館
長
賞
受

賞
、
同
２
年
生
の
水
野
玲
奈
さ

ん
が
Ｊ
Ｒ
北
海
道
社
長
賞
受

賞
、
同
２
年
生
の
吉
川
唯
華
さ

ん
が
入
選
、
同
３
年
生
の
土
田

怜
奈
さ
ん
は
佳
作
を
受
賞
し
た
。

　

美
術
を
指
導
し
て
い
る
梅
原

賢
伸
教
諭
は
「
馬
の
毛
並
み
や

背
景
を
丁
寧
に
描
い
て
い
た
。

２
年
生
は
ま
た
挑
戦
し
て
上
位

入
賞
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
た
。

　

入
賞
を
し
た
安
藤
さ
ん
は

「
子
供
の
頃
の
思
い
出
を
馬
の

絵
に
し
た
。
挑
戦
す
る
つ
も
り

で
描
い
た
が
、
納
得
の
い
く
作

品
に
仕
上
が
っ
た
」
と
満
足
し

た
様
子
だ
っ
た
。

苫前商業高等学校進路リレー講話 ～カフェ店経営 工藤晶子さん～
　

苫
前
商
業
高
等
学
校
（
佐
藤

雅
人
校
長
）
進
路
リ
レ
ー
講
話

が
９
月
19
日
（
木
）
同
校
で
行

わ
れ
、
増
毛
町
に
あ
る
カ
フ
ェ

ド
ソ
バ
凜
を
経
営
し
て
い
る
工

藤
晶
子
さ
ん
が
、
自
ら
の
経
験

や
信
条
を
重
ね
、
学
ぶ
こ
と
、

働
く
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て

語
っ
た
。

　

工
藤
さ
ん
は
「
私
は
、
皆
さ

ん
に
誇
れ
る
よ
う
な
人
生
を

送
っ
て
来
た
わ
け
で
も
な
く
、

や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け

で
も
な
い
。
で
も
、
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
っ
た

ら
、
焦
ら
ず
、
何
で
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
る
こ
と
が
大
事
で

は
」
と
高
校
生
に
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

　

生
徒
ら
は
、
工
藤
さ
ん
の
あ

り
の
ま
ま
の
話
し
を
楽
し
く
聞

い
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

ま
た
今
回
の
作
品
展
で
は
、

苫
前
中
学
校
（
明
田
豊
校
長
）

３
年
生
の
浅
野
克
一
く
ん
と
村

井
孝
輔
く
ん
が
入
選
、
同
３
年

生
の
小
笠
原
新
菜
さ
ん
と
千
葉

彩
心
さ
ん
が
佳
作
を
受
賞
し
た
。

　

入
選
し
た
村
井
く
ん
は
「
冬

の
作
品
が
な
い
の
で
、
思
い

切
っ
て
挑
戦
し
て
み
た
。
ツ
ヤ

の
あ
る
毛
並
み
を
表
現
す
る
の

は
難
し
か
っ
た
が
、
う
ま
く
描

け
た
。
入
選
の
知
ら
せ
に
ビ
ッ

ク
リ
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　

梅
原
先
生
は
「
い
ず
れ
の
作

品
も
馬
の
特
徴
を
と
ら
え
て

し
っ
か
り
描
け
た
の
が
よ
か
っ

た
」
と
評
価
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
中
学

生
の
活
躍
に
ま
だ
ま
だ
目
が
離

せ
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。
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苫前町の健全化判断比率及び資金不足比率を公表します
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、本町の平成３０年
度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について、次のとおり公表いたします。

・実質赤字比率
・連結実質赤字比率
・実質公債費比率
・将来負担比率

・実質赤字比率
・連結実質赤字比率
・実質公債費比率

会社で例えると
倒産まではいか
ないが、経営状
態があまりよく
ない会社

会社で例えると
経営の改善が見
込めず倒産にあ
たる状態

いずれかが早期健全
化基準を超えると

ひとつでも財政再生
基 準 を 超 え る と

早期健全化団体へ
財政健全化計画の策定
個別外部監査

が義務づけに}
財政再建団体へ

財政再生計画の策定 が義務づけに}
各地方公共団体の財政状況を判断する基準として、次の４つの比率が設けられています。

� （単位：％）

健全化判断比率 早期健全
化基準

財政再生
基準Ｈ３０比率 前年度比率

実質赤字比率 － － １５.００ ２０.００
連結実質赤字比率 － － ２０.００ ４０.００
実質公債費比率 １１.２ ９.９ ２５.０   ３５.０   
将来負担比率 － － ３５０.００
（注）実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算

定されない場合、健全化判断比率は「－」で表示

【文中の用語解説】
・実質赤字比率 ＝ 一般会計等における実質赤字が標準財政規模に対してど

れくらいの割合になっているかを表した比率です。
・連結実質赤字比率 ＝ すべての会計を対象とした実質赤字（又は資金の不

足額）の標準財政規模に対する比率です。
・実質公債費比率（３ヶ年平均） ＝ 収入のうち、どのくらいの割合を借金

返済に充てているかを表した比率です。
※　当該比率が１８％以上の市町村が地方債（借金）を借り入れる場合、都道
府県知事の許可が必要となります。

・将来負担比率 ＝ 一般会計等が将来負担すべき実質的な負債が標準財政規
模に対してどれくらいの割合になっているかを表した比
率です。

平成 30 年度の比率を見ても
「早期健全化」「財政再生」
の両基準を下回っているこ
とから、健全な財政運営が
行われていることが、わか
りますね

公営企業ごとの財政状況を判断する基準として設けられたもので、一定の基準を超える
と経営健全化計画の策定が義務づけられます。

� （単位：％）

（H30）資金不足比率（H29）資金不足比率 経営健全化基準
簡易水道事業特別会計 － －

２０.0下水道事業特別会計 － －
風力発電事業特別会計 － －
（注）資金不足額がない場合、資金不足の比率は「－」で表示

【文中の用語解説】
・資金不足比率 ＝ 公営企業ごとの資金不足（＝赤字）がその公営企業の事

業規模に対してどのくらいの割合になっているかを表し
た比率です。

　上記の表を見てもいずれの比率も国の基準をクリアしており、苫前町の財
政は十分に健全性が保たれています。

資金不足比率

健全化判断比率

「簡易水道事業」「下水道事
業」「風力発電事業」の３事
業とも資金不足がなく、「－」
で表示されているので、健
全な経営がされていること
がわかりますね
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消費税率改定に伴う社会教育施設・上平共同利用模範牧場・オートキャンプ場・水道・下水道使用料の改定について
　この度令和元年 10 月１日から消費税率が改定されることに伴い、社会教育施設・上平共同利用模範
牧場・オートキャンプ場・水道・下水道使用料を改定させていただくこととなりましたので、皆様にお
知らせします。

○苫前町公民館使用料

室名 料金
区分

午前 午後 夜間 全日
9時～

12時
12時～

17時
17時～

22時
9時～

22時

講堂
使用料 6,600 11,000 15,400 33,000
冷暖房料 3,300 5,500 7,700 16,500

ステージ
使用料  2,200 3,300 3,840 9,340
冷暖房料 1,100 1,640 1,920 4,660

控え室
使用料   330 540 660 1,530
暖房料 160 270 330 770

小会議室
研修室

使用料   1,100 1,310 1,420 3,840
暖房料   540 660 710 1,920

茶室
使用料    1,100 1,750 1,970 4,830
暖房料    540 880 990 2,410

実習室
使用料    1,640 2,200 2,410 6,270
暖房料    820 1,100 1,200 3,120

談話室
使用料    770 1,200 1,420 3,400
暖房料    380 590 710 1,690

給湯室 使用料 770 1,200 1,420 3,310

○苫前町公民館物件使用料
品名 単位 使用料 品名 単位 使用料

講堂
音響設備 一式 5,500 電子レンジ 一台 1,100

放送
ワゴン卓 一式 1,100 ガスコンロ 一台 1,100

ステージ
特殊照明
装置

一台 5,500 テーブル
クロス 一回 洗濯代

実費

ピアノ 一台 2,200 祝賀会用
食器

200人未満 2,200
エレク
トーン 一台 1,100 200人以上 3,300

炊飯器 一式 660
　備考　この表に定める使用料は、一回の使用料金とする。

○苫前町農村環境改善センター使用料

室名 料金
区分

午前 午後 夜間 全日
9時～

12時
12時～

17時
17時～

22時
9時～

22時
生活技術研修室
視聴覚研修室
農村研修室

使用料 1,640 2,200 2,410 6,270

暖房料 820 1,100 1,200 3,120

和室研修室１号
和室研修室２号

使用料 1,100 1,750 1,970 4,830
暖房料 540 880 990 2,410

多目的ホール
使用料 3,300 5,500 6,040 14,840
暖房料 1,640 2,740 3,020 7,420

　
備考１　営利（商業活動も含む）を目的で使用す

る場合の使用料は、上記の料金にそれぞれ１
００分の２００を加算する。

　　２　営利を目的としないで、入場料等を徴収
する場合の講堂及びステージの使用は、次
の区分により加算する。

　　　⑴ 入場料が１,０００円未満のとき　５０ ／ １００

　　　⑵ 入場料が１,０００円以上のとき　１００ ／ １００

　　３　給湯室の使用に関し、この表の他の室又
は苫前町農村環境改善センター設置条例（平
成４年苫前町条例第１７号）別表に掲げる室
と併せて使用するときは、使用料は徴しな
いものとする。

○苫前町野球場夜間照明使用料金表
区分 使用料

営利を目的
としない
場合 照明器

１基に
つき

１時間以内の場合 160円
２時間以内の場合 330円
３時間以内の場合 490円

営利を目的
とする場合

１時間以内の場合 330円
２時間以内の場合 660円
３時間以内の場合 990円

○苫前町資料館入館料
区分 小・中学生 高校生・一般

個人
町内 50 100
町外 100 310

団体
（１０名以上）

１人につき個人料金の該当する区分の
３割引きとする。

　備考　館長が別に定める無料観覧日及び小学校就学前の者
は、無料とする。

３時間を超える
場合は、20 分ご
とに 50 円を加算
する。

３時間を超える
場合は、20 分ご
とに 100 円を加
算する。
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○苫前町福祉センター使用料

室名 料金
区分

午前 午後 夜間 全日
9時～

12時
12時～

17時
17時～

22時
9時～

22時

大ホール
使用料 1,810 2,420 3,630 6,050
暖房料 2,200 3,080 3,080 8,360

和室１号・
２号・３号

使用料 380 490 600 1,210
暖房料 660 660 660 1,980

会議室
使用料 270 380 490 990
暖房料 660 660 660 1,980

研修室
使用料 490 600 770 1,480
暖房料 660 660 660 1,980

調理室

使用料 490 600 770 1,480
燃料代
コンロ１個
につき

440 440 440 1,320

○苫前町スキー場リフト使用料
利用券区分 １日券 シーズン券

小・中学生 100 520
高校生 210 1,040
一般 320 2,120

○苫前町B＆G海洋センター使用料
利用券区分 １回券 シーズン券

小・中学生 町内 50 520
町外 100 520

高校生 町内 100 1,040
町外 210 1,040

一般 町内 210 2,090
町外 310 3,140

備考１　町内とは苫前町に居住している者（苫前町内に通学
している高校生を含む）とする。

　　２　１回とは入場から退場までをいう。

※今回の改定で「苫前町スポーツセンター使用料」「苫前町社会体育館使用料」「苫前町野球場目的外使用料」も改定
しますが、営利目的及び施設の利用目的とは異なる利用により使用料を徴収するものとなるため、通常の利用では
使用料は生じませんので、詳細は社会教育課へお問い合わせください。

担当課：社会教育課　☎ 65-4076

○オートキャンプ場・海水浴場シャワー使用料
名称 施設名 使用料 使用料

シーフロン
トパーク

夕陽ヶ丘公園

オートキャンプサイト１サイト１泊 4,250
フリーテントサイトＡ １サイト１泊 2,050
フリーテントサイトＢ １名１泊 500
シャワー １回 200
コイン
ランドリー

洗濯機 １回 200
乾燥機 １回 100

海浜公園 シャワー １回 300

担当課：商工労働観光課　☎ 64-2212

○上平共同利用模範牧場使用料
使用区分 単位 使用料金

放牧 １日１頭当たり 286

馴らし放牧 １日１頭当たり 225

夏期舎飼 １日１頭当たり 187

冬期舎飼 １日１頭当たり 165

担当課：農林水産課　☎ 64-2314

○水道使用料
区分

用途別

基本使用料
（１か月につき） 超過料

水量 料金
一般用 　　８㎥ 2,300 １㎥ごとに 300

事業所用 　２０㎥ 5,760 １㎥ごとに 300
営業用 　２０㎥ 5,760 １㎥ごとに 300
工業用 　８０㎥ 23,880 １㎥ごとに 300
浴場用 １００㎥ 8,750 １㎥ごとに 170
臨時用 　１０㎥ 5,290 １㎥ごとに 570

○下水道使用料
区分

用途別

基本使用料（１か月につき） 超過使用料（１か月につき）

基本水量 金額 基本水量 金額

一般用 汚水排除量が１０㎥まで 2,040 汚水排除量が１㎥増すごとに 204
営業団体用 汚水排除量が２０㎥まで 4,080 汚水排除量が１㎥増すごとに 204

担当課：建設課　☎ 64-2315
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いざんば康健

健　　康
ばんざい

苫
前
町
で
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
（
年

齢
制
限
あ
り
）
と
超
音
波
検

査
が
同
時
に
受
け
ら
れ
ま
す

　

子
宮
の
入
り
口
に
で
き
る
子
宮

頸
が
ん
は
、
20
代
か
ら
30
代
に
発

症
が
多
い
が
ん
で
す
。
苫
前
町
の

子
宮
が
ん
検
診
受
診
率
は
、
平
成

30
年
度
22
・
4
％
と
低
い
状
況
で

し
た
。
子
宮
が
ん
検
査
を
受
け
る

方
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
・
パ
ピ
ロ
ー

マ
・
ウ
イ
ル
ス
）
検
査
、
超
音
波

検
査
も
同
時
に
検
査
で
き
ま
す
。

町
の
子
宮
が
ん
検
診
の
流
れ
は
、

受
付
→
保
健
師
の
問
診
→
検
査
前

に
ト
イ
レ
を
済
ま
せ
る
→
更
衣
室

で
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、
タ
イ
ツ
（
靴

下
は
可
）
を
脱
ぐ
→
検
診
車
で
検

査
、
と
な
り
ま
す
。
検
査
の
対
象

と
な
る
条
件
等
は
、
今
月
の
こ
の

広
報
誌
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
御
確

認
願
い
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
と
は
何
の
こ
と
？

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
ウ

イ
ル
ス
で
、
１
０
０
種
類
以
上
あ

り
、
誰
で
も
感
染
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
ハ
イ

リ
ス
ク
型
と
い
う
14
種
類
の
Ｈ
Ｐ

Ｖ
に
感
染
し
た
場
合
に
子
宮
頸
が

ん
が
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
の
お
よ
そ
98
％
が
Ｈ

Ｐ
Ｖ
の
感
染
に
よ
る
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、

細
胞
分
裂
が
盛
ん
な
若
い
年
代
の

方
ほ
ど
、
感
染
率
が
高
い
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
性
経
験
の
な

い
方
は
、
子
宮
頸
が
ん
に
罹
患
す

る
可
能
性
が
極
め
て
低
く
、
検
査

時
に
器
具
を
使
用
す
る
こ
と
で
負

傷
、
出
血
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
た

め
検
査
を
お
勧
め
し
て
い
ま
せ
ん
。

普
通
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
の

検
査
と
何
が
違
う
の
？

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
で
行
っ
て
い

る
の
は
、
細
胞
診
の
検
査
で
す
。

ま
ず
、
検
診
車
内
の
部
屋
の
診
察

台
に
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
足
台
に
足
を

の
せ
ま
す
。
姿
勢
や
身
体
の
位
置

が
整
う
よ
う
に
看
護
師
が
声
を
か

け
る
の
で
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。
あ
わ
て
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
。
医
師
が
器
具
を
使
っ
て
子
宮

頸
部
の
状
態
を
診
察
し
、
ブ
ラ
シ

で
子
宮
の
頸
部
を
こ
す
り
ま
す
。

採
取
し
た
細
胞
は
、
後
日
、
顕
微

鏡
を
使
っ
て
観
察
し
て
検
査
し
ま

今
月
の
担
当
は 

宮
前
保
健
師
長 

で
す

「
20
代
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
健
診

が
あ
り
ま
す
！
　
～
子
宮
が
ん
検
診
～
」

す
。

　

超
音
波
検
査
を
希
望
し
た
方
は
、

そ
の
ま
ま
の
姿
勢
で
、
医
師
が
超

音
波
の
器
具
を
使
っ
て
子
宮
筋
腫

の
有
無
や
卵
巣
の
状
態
を
診
察
し
、

そ
の
場
で
説
明
し
ま
す
。
検
査
自

体
は
数
分
で
終
了
し
ま
す
。
子
宮

頸
が
ん
検
査
後
は
出
血
す
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
生
理
用
ナ
プ
キ
ン

を
つ
け
る
と
安
心
で
す
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
は
、
子
宮
頸
が
ん

の
細
胞
診
検
査
に
使
っ
た
残
り
の

細
胞
を
利
用
し
て
、
ハ
イ
リ
ス
ク

型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
の
有
無
を
確
認

し
、
さ
ら
に
危
険
度
の
高
い
Ｈ
Ｐ

Ｖ
16
型
、
18
型
の
感
染
を
確
認
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
将
来
が
ん
を

発
症
す
る
リ
ス
ク
を
予
想
し
、
自

分
に
あ
っ
た
検
査
時
期
に
病
院
等

で
検
査
を
受
け
る
こ
と
で
、
よ
り

早
期
の
段
階
で
対
処
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
が
わ
か
っ
た

ら
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　

も
し
、
検
査
の
結
果
が
陽
性
の

場
合
は
、
精
密
検
査
や
細
胞
診
の

再
検
査
で
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
型
を
調
べ

ま
す
。
多
く
の
場
合
、
数
か
月
毎

に
病
院
で
検
査
を
受
け
て
経
過
を

観
察
し
ま
す
。
が
ん
に
進
む
兆
候

が
見
ら
れ
れ
ば
、
が
ん
に
な
る
前

の
状
態
で
治
療
を
行
い
ま
す
。

　

特
に
今
後
、
妊
娠
・
出
産
を
控

え
て
い
る
方
は
、
検
査
を
受
け
る

こ
と
で
子
宮
を
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
若
い
女
性
は
検
査
自
体
に

抵
抗
感
が
あ
る
方
も
多
い
の
で
す

が
、
お
母
さ
ん
に
勧
め
ら
れ
て
受

け
る
方
も
い
ま
す
。
身
近
な
方
か

ら
、
検
診
を
勧
め
て
子
宮
を
守
っ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

40
歳
以
上
の
方
は
乳
が
ん
検

診
も
一
緒
に
！

　

乳
が
ん
検
診
は
、
乳
房
を
レ
ン

ト
ゲ
ン
で
撮
影
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
）
し
ま
す
。
撮
影
台
と
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
板
で
乳
房
を
挟
ん
で
撮

り
ま
す
の
で
、
挟
む
と
き
の
痛
み

を
感
じ
る
方
も
い
ま
す
。
5
秒
ぐ

ら
い
、
そ
の
ま
ま
の
姿
勢
で
撮
影

し
ま
す
。
検
診
車
内
は
女
性
ス
タ

ッ
フ
が
2
名
で
対
応
す
る
た
め
、

撮
影
時
間
が
短
い
長
所
が
あ
り
ま

す
。
平
成
30
年
度
か
ら
、
医
師
の

診
察
は
あ
り
ま
せ
ん
。
久
し
ぶ
り

に
検
診
を
受
け
た
方
は
、「
も
っ

と
待
ち
時
間
が
長
い
と
思
っ
て
い

た
が
意
外
と
早
く
終
わ
っ
た
」
と

以
前
と
の
違
い
を
話
し
て
い
ま
し

た
。

や
っ
て
み
よ
う
、
自
己
検
診
！

　

自
分
で
乳
房
を
定
期
的
に
触
っ

て
確
認
す
る
こ
と
で
、
が
ん
を
発

見
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
月
１

回
を
目
途
に
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

苫
前
町
で
は
、
公
民
館
で
子
宮
が

ん
・
乳
が
ん
検
診
（
集
団
検
診
）

を
年
1
回
12
月
に
実
施
し
ま
す
。

▼
日
程

　
令
和
元
年
12
月
７
日
（
土
）

▼
会
場

　
苫
前
町
公
民
館　
送
迎
バ
ス
あ
り

　
＊
事
前
申
し
込
み
必
要

　

詳
し
く
は
、
今
月
の
広
報
誌
の

折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
（
薄
黄
緑
色
）
を

６
月
に
受
け
取
っ
て
い
る
方
は
個

別
に
病
院
で
検
査
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
送
付

時
に
同
封
し
て
い
る
検
診
の
受
診

方
法
を
御
確
認
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
、

検
診
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

　

町
の
検
診
だ
け
で
な
く
、
病
院

や
人
間
ド
ッ
グ
な
ど
機
会
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
上
手
に
利
用
し

て
身
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
ま

し
ょ
う
。
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